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   During the past 3 years, 30 sexual partners including 18 married couples and 12 extramarital 
sexual pairs whose male partners were diagnosed as having non-gonococcal urethritis were examined 
for Chlamydia trachomatis infection. Twenty-three of the 30 couples (76.7%) had identical results ei-
ther positive or negative for Chlamydia trachomatis infection. 
   All 3 male partners of the 3 pairs who had the non-identical results for Chlamydia trachomatis 
infection, male negative and female positive, had history of urethritis or prostatitis. 
   Fourteen of the 17 female partners (82.4%) who were positive for Chlamydia trachomatis, had no 
subjective complaints. The above findings suggest he necessity of treating the female sexual part-
ners of the non-gonococcal urethritis patients irrespective of their symptom.
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は じ め に
Sexuallytransmitteddisease(性行 為 感 染症,
STD)と して のChlamアdiat「achomatis(C.t「achoma一
痂)に よる 尿 路性 器 感 染 症 は,近 年 流 行 を 示 して 注
目され てい る.性 行為 に よ って感 染 す る疾 患 で あ る か
ら,男 女 ペ ア ー と して臨 床 上 対処 しな けれ ば な らな い
のに もか かわ らず,両 者 を 同 じ時 点 で検 討 した 報告 は
少 ない。 これ は 男子 が泌 尿 器科 で,女 子 が 婦 人科 で と
い うよ うに別 々の診 療 科 で 検査 や 治 療 が 行わ れ て い る
た めに,相 互 の 関連 性 が 調 ぺ に くい こ とに よる もの と
考 え られ る.c.trach・matisによる尿 路性 器 感 染 症 は,
淋菌 感染症 よ りも症 状 が 軽 い もの が 多 く,と くに 女子
で は無症状 の キ ャ リア ー も少 な くない の で,STDと
















ら,swabで 分 泌物 を採 取 して検 体 と した.
男 子に お い て は 外尿 道 口か ら3～4cmの 部位 に生
理 的 食塩 水 を 浸 した 綿棒 を 挿 入 し,2～3回 回 転 させ
て 尿 道上 皮 細 胞 を 含 んだswabを 採 取 し,こ れ を 検 査
材 料 と した.女 子 に お い て は子宮 頸 管 か ら同 じ要 領 で
swabを採取 し,こ れ を検 査 材料 と した.
C.trαchomatis検出方 法:
C.trachematisの検 出方 法 は,細 胞培 養 法,Micro
Trak直接 塗 沫 鏡 検法,Chlamydiazymeによる酵 素
免 疫 法の3種 類 の うち,2種 類 以 上 を 同一 検体 で行 っ
た.1種 類 以 上 の検 出方 法 でc.trachomatisが検 出 さ
れ た ものをC.trachomatis陽性 と判 定 した.検 出方 法
の詳 細 はす で に発 表 して い るの で省 略す る1-4).
結 果
L男 女 ペ ア ーで のC.traahomatis検出成績 一 致 率
性 パ ー トナ ー と して の 男女 ペ ア ー に つ いて α 吻 一
chomatis検出成績 をTablel～2に示す.夫 婦 の 男女
ペ ア ー18組,夫 婦 以外 の 男女 ペ ア ー12組合計30組につ
























































出成 績 を 記載 した,Table1は 夫 婦 の 女 子 ペ ア 「
Table2は夫 婦 以外 の男 女 ペ アーで あ る・
男女 と もにC,trachomatis陽性 が あ った もの は,夫
婦 で8組,夫 婦 以外 で6組,合 計14組 で あ った ・ ま
た,男 女 ともに0.trachomatis陰性 で あ った ものは,
夫婦 で5組,夫 婦 以 外 で4組,合 計9組 で あ った,す
な わ ち,C.trachomatis検出 成 績 が男 女 ペ ア ーで一 致
した もの は,30組中23組で,76.7%であ った.
2.男 女 ペ アー でのC.trachemati5検出成 績 不 一致 例
男子 がc.trachomatis陰性 で,女 子 が陽 性 で あ った
もの が,夫 婦 で3組 み られ た が,い ず れ も男 子 が 尿道
炎 また は前 立 腺炎 の治 療 歴 が あ った.
男子 がc.trachomatis陽性 で,女 子 が陰 性 で あ った
もの が,夫 婦 で2組,夫 婦 以外 で2組 の合 計4組 にみ
られ た.夫 婦 ペ ア ーの1組 は 尿道 炎 の 治療 歴 が あ って
atrach・matisが直 接 塗 沫 法陽 性,酵 素抗 体 法 陰性 と
い う結果 であ った,夫 婦 以外 の 男女 ペ アー の1組 は,
男 子 がC.trachomatisと淋菌 ともに 陽 性 で あ った のに
対 し,女 子 は 両者 とも陰 性 の婚 約 老 で あ った.そ の他
の2例 は詳 細不 明 で あ った.
3.自 覚症 状
女 子 対 象症 例 の 自覚症 状 の 有 無 に つ い て 調 ぺ て み
た.(∴trachomatisが検 出 され た女 子 パ ー トナ ーは17
例 であ った が,そ の うち 自覚 症 状 を有 して い た もの は
わず か3例 で(帯 下2例,排 尿 痛1例,前 者 の1例 は




















































































STDと して 興味 あ る症例 を2,3供 覧 す る,
1)女 子T.M.41歳,男 子S.M.43歳 の夫 婦 ペ ア
ー(Table4)
数 年 間 に わた って 夫 が非 淋 菌 性 尿 道炎 を頻 回 に わた
り繰 り返 して いた.い ずれ もSTDの 感染 機 会 を否 定
して い る.再 発 して 受 診 した ので σ 融 吻 配画 ∫を検
索 した と ころ 陽性 で あ った.性 パ ー トナ ーで あ る妻 の
検 査 をす す め 施 行 した と ころc・trachomatis陽性 で あ
った.ピ ソ ボ ン 感染 と 判 定 して,男 女 同時 治療 を 行
い,C.trachomatisは両 者 と も陰 性 とな り,そ の 後尿
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Table4.CasesT.M.-S。M.







































7-gよ りDOXY内 服(4週 間)
Tablc5.CasesK.S.-E.S.




























とな って3ヵ 月後 受 診 し検査 した とこ ろC.trachoma一
廊 陽 性 で あ った.
3)女 子E.N.22歳,男 子K.K.24歳 の 友人 ペ ア
ー(Table6)
男 子 が ソー プ ラ ン ドで 性 交渉 あ り,そ の 直後 に ガー
ル フ レン ドであ る女 子 と性 交 が あ った.そ の直 後 か ら
尿 道 炎症 状 出 現,非 淋 菌性 尿 道炎 と 診 断 さ れ てC.
trachomatis陽性 で あ った .女 子 パ ー トナ ーの検 査 をす
Table6.CasesE.N.-K.K.










































主訴 は2週 間前 よりの排膿
NGUと診断
TE-・031内服(2週間)
すめ 施 行 した と ころ 無 症 状 で あ った がc.trachomatis
陽性 で あ った.彼 女 は 他男 子 との性 交 を否 定 して い る
ので,プ ロ女性 か ら男子 を 経 由 して 感染 させ られ た こ
と とな る.
4)女 子Y.H.23歳 とM.E.25歳,男 子T.S.23
歳 の複 数 友 人 ペ ァ ー(Table7)
彼 は2人 の女 子 と交 渉 してお り,尿 道 炎発 症 直 前 に
両 人 と性 交渉 を 有 してい る.非 淋 菌性 尿 道炎 と診 断 さ
れ α 融`ゐ伽 α眺 陽 性 で あ った.女 子 パ ー トナ ーの検
査 をす す めた と ころ,両 人 と も受診 し(].trachemntis
陽 性 で あ った.3人 同時 治 療 を行 った.複 数 の ピ ンポ
ン感 染 と考 え られ た.
考 察
c.trachomatisの尿 路 性 器感 染 の代 表 は ,男 子 で は
非 淋菌 性 尿 道炎,女 子 で は子 宮 頸 管炎 で あ る.こ れ が
拡大 す る と,男 子 で は副 睾丸 炎,前 立腺炎,女 子 で は
卵 管炎,骨 盤 内炎 症,肝 周囲 炎(Curtis-Fitz・Hugh
Syndrome)や尿道 炎 へ と発 展 す る.そ して,男 女間
には 性 交を 介 した伝 染 経路 を とる.
非 淋 菌性 尿 道炎 の男 子 尿道 か ら35～60%o}c(r.tra。
chomatisが分 離 同定 され,淋 菌性 尿 道炎 では20～25%
の頻 度 でc・trach・matis感染 が 合併 し,淋 疾 後 性 尿
道 炎 の約50%はC.trachomatisが原 因 とい われ て い
る5・6)
一 方 ,非 淋菌 性 尿道 炎 男 子 と性 交 渉 を も った女 子 の
30～70%が(r.trachomatisの感 染 を うけ,逆 に クラ ミ
ジ ア性 子宮 頸 管 炎女 子 と性 交 渉 を もった 男子 の53～60
%か らC.trachomatisが分 離 され る とい う7).
この よ うに ク ラ ミジ ア感 染 症 はSTDと して取 り扱
わ な けれ ば な らない こ とは 衆知 の畜 実 とな って い るに
もか か わ らず,実 際 の臨 床 で は男 女 ペ ア ーで 受診 す る
こ とが 少 ない.ま た,泌 尿 器科 外 来 で 非 淋菌 性 尿道 炎
男 子 の性 パ ー トナーで あ る 女子 の受 診 をす す め て も,
応 じる ものが 少 ない の が 現状 で あ る.そ の理 由 の一 つ
と して クラ ミジ ア性 子 宮 頸管 炎 は 症 状 が軽 微 で あ った
り,無 症 状 で あ った りす るた め と考 え られ るS・9》.し
た が って,男 女 ペ ア ーでC.trachomatisを調 ぺ た 報告
は意 外 と少 ない,
今 回 検討 した30組の男 女 ペ ア ーのC・trachomatis検
出成 績 の一 致 率 は,男 女 と もに陽 性 で あ っte14組と男
女 と もに陰 性 で あ った9組 とを 合 わせ て76.7%と高 率
で あ った.ま た,男 女 ペ ア ー でc.trachomatis検出成
績 が一 致 しな い ものを 調べ てみ る と,女 子 症 例 が陽 性
で あ るに もかか わ らず 男子 症 例 が 陰性 の ペ ア ーでは ,
男子 が 尿 道 炎や 前 立腺 炎 の治療 歴 が あ った ペ ア ーが 含
まれ て い た.こ うした結 果 は ク ラ ミジ ア性非 淋菌 性 尿
道 炎 患 老 の性 パ ー トナ ー 女子 は 高 率 にc.trachomatis
が伝 播 して い る こ とを示 す こ と とな り,STD対 策上
重 要 な所 見 で あ る と考 え て い る.
角 井lo)によれ ぽ 男子 非 淋 菌性 尿 道 炎 患者 とそ の性 パ
ー トナー 女子 との 男 女 ペ ア ー68組 につ い て 検 討 し,
C・trachomatis陽性 男子52例で そ の 女子 パ ー トナーが
陽 性 で あ った ものが40%で あ った と報 告 して い る.こ
の 数字 は わ れわ れ の 成績 よ り低 い が ,彼 らは 血 清 抗体
価 の検 査 成 績 と合 わ せ る と男 女 どち らか にC .tracho-
matisが検 出 され た な らば ,100%近 く性 的 パ ー トナ
ーに感 染 して い る可 能性 が あ る と して い る
.斉Wt11)も
C.trachomatis陽性 男 子 尿 道炎15例 の女 子 パ ー トナ ー
の73.3%にC・trachomatisが分 離 され た と述 ぺ てい
る.
男 女 を とわ ず 性 パ ー トナ ーにC.trachomatisが存 在
して い る限 り,一 方 が 治療 して も クラ ミジア 感染 症 の
再 発 は避 け られ な い・ 自験 例T.M.-S.M.の夫 婦 ペ ア
長 田,ほ か:非 淋 菌性 尿道 炎 ・(謝姻 γ伽 勧`加細'ゴ∫
一はそ の典型 例 と思 わ れ る.と くに女 子 で は 自覚 症 状
に乏 しい ことが 多い の で気 が つ かず に 放 置 され て,臨
床 的に も疫学 的 に も問 題 とな る.自 験 例 で は 男子 尿 道
炎 の治療 が終 了 した が,妻 の 検査 をす す め たに もかか
わ らず 無 症状 のた め 数 ヵ月 放 置 し,心 配 の た め 受診
し,(7.trachomatisが検 出 され たK.S,-E.S.の夫婦 ペ
ァーを供 覧 した.未 治療 で放 置 した0.trachomatisは
自然 消減す るもの で は ない こ とを 示 して い る よ うに 思
われ る.
われ われ の結 果 で はc・trachomatis陽性 女 子症 例 の
82.4%が臨床 的 に 無症 状 で あ った,女 子 に お け るC.
trachomatislb.染の 臨床 症 状 は男 子 よ りも軽度 で,大 部
分の症 例 は子 宮 頸 部に 軽 い発 赤 を 認め る程度 で あ り,
専問 の婦人科 医 が診 察 して も異 常 な しと診 断 され る も
のが多 い とい う.角 井10)はCtrachomatisの検 出 され
た女子 の 自覚 症 状 を訴 えた もの はわ ず か15%であ った
と述 べ,わ れ われ の成 績 に 類似 してい る.
自験例E.N.-K.K.の 友人 ペ ア ー,Y.H.-M.E.-
T.S.の友 人複 数 ペ ア ーで示 され る ご と く,C.tracho-
matis感染 症 がSTDと して浮 き彫 りに され て い る.
最近 ではC・trachomatisの検 出法 が比 較 的 容易 に 行 え
るよ うにな り,そ の治 療 法 も確 立 され て い る の で12),
STDと しての積 極 的 な対 応 が望 まれ る13).少な く と
も男子尿 道炎 に0.trachomatisが検 出 され たな らば,
性 パ ー トナーで あ る女子 に対 して無 症 状 で あ って も男
女ペ アーで の同時 治療 を行 うこ とが必 要 で あ る.
結 語
最近3年 間 に聖 マ リア ンナ医科 大 学病 院 お よび 同付
属東横病 院 泌尿 器科 外 来 を 受診 し,非 淋 菌 性 尿道 炎 と
診 断 され た 男子患 者 の性 パ ー トナ ーであ る女子 症 例に
ついてC.trachomatis検出成 績 を 男女 ペ ア ーで検 討 し
た.18組の夫 婦 ペ ア,12組の 夫婦 以外 の 男 女ペ ア ーの
合計30組を 検討 対 象 と して 次 の成 績 を得 た.
(1)男女 ともleC.trachomatis陽性 で あ った ペ ア ー
お よび男 女 ともに(Ltrachomatis陰性 で あ った ペ ア ー
のC・trachomatis検出成 績 の一 致 率は,30組 中23組
76.7%と高 率 で あ った.
(2)男女 で0.trachomatis検出成 績 が 一致 しな か
った ペア ーを検 討 して み る と,男 子 陰 性,女 子 陽 性 の
3組すぺ て が男 子 に尿 道 炎 か前 立 腺 炎 の 治療 歴 が あ っ
た,
(3)c・trachomatis陽性 女 子 症例 の 自覚 症 状を 調 べ
てみ る と,17例中14例82.4%が無症 状 であ った.
(4)STD`として興 味 あ る若 干例 を供 覧 した.
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以上 の結 果 よ り,C.trachomatisによる非 淋 菌性 尿
道 炎患 者 の性 パ ー トナ ー女子 は,自 覚 症状 の 有 無に か
か わ らず 男 女 ペ ア ーで の 同時 治療 が 必要 であ る こ とが
示 唆 され た.
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